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国立大学共同利用機関
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はじめに

　わが国の遺伝学研究推進の中枢機関と

して，昭和24年に創設された国立遺伝学

石IF究所は，本年4月，文部省所轄機関か

ら国立大学共li∫J利用機関へ改組・転↓奥さ

れました、，

　当研究所の設、Zは，もともと関係学会

の強い要望に基づくもので，特定の大学・

学部に偏ることなく，広く各大学と研究

および人1拝の交流をはかれるようにとの

趣旨から，（今日ならば当然，共1・　iJ利川機

内で所轄機関とされたもので才）ります／．／　　　　　　L．　ttt　　　　／t、

鐙と努力を屯ねて数多くの優れた業績を

ヒげ，国際的にも広く知られるようになりました，，しかしながら，生命科学の

中核ll勺役割を担う遺伝学は，近年，組み換えDNA技法を初めとする画期的な

技術開発によって飛躍的進展を遂1十つつあり，これに即応して，大学や研究機

関の関連研究者と」U司研究を推進してゆくためには，所轄機関のままでは制度

Lさまざまな制約のあることが明らかになってきたのですIJ

　lU司利川機関への改紺．・転換に伴って、従来から設置されていた10研究部は，

liJI：究対象のレベルに応じて分了・　・細胞・個体・集団の4川究系およびこれらに

またがる総合遺伝研究系の5つに区分され，今年度はその中の3つの研究系に

客U川：究部門が1没けられました、，また、共同利川の核となるべき附属施設とし

て，既イ∫二の遺伝実験ノ1三物保イ∫：研究センターの拡充がはかられ，加えて，遺伝情

報研究センターが新設され．ました，，ここまでくるに’11・、て，各ノ∫加から寄せら

れました温いご支援に対’し，所U・同心から感謝しておりますt、

　新しく衣更えした遺伝学研究1り1’の使命は，全国の大学等の611：究者に開かれた

研究機関として，遺伝学に関する総合研究を巡めると同時に，jU・IJ研究・JU，i］

利川を推進し，　L・　，？，：1｛完教育に協ノJし，併せて匡1際協JJa）推進をはかることにあ

ります，，こうした活動を通して，わがい1における遺伝学および生命科学関連分

野の一層の発展に貢献することを願っております，，

　共同利川機関としての実を挙げるためには，なお人的・物的のllliで充実すべ

きところが数多く残されておりますが，所貝・1司力を合わせて，所’究所の使命

遂行のため努力をしておりま一“・・関係者の皆さまの’層のこ鞭捷とこ芝援をお

願いするものです，，

1司、ン1遺伝学11月：究所長

松　永 英

／



沿 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

昭和56年3月

昭和58年3月

日召不［158年10Jl

日召不ll59年3月

昭和59年4月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遺伝部，研究第3部を生理遺伝

部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温室新築

国・Z学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組



概 要

目 的

　大学等における学術研究の発展に資するため，

とする。

遺伝学に関する総合研究を行うことを目的

■

設置形態

　国立学校設置法の一部を改il三する法律（昭和59年法律第13号）の施行により，従来の所轄

機関から国立大学共同利用機関に改組転換された。

共同利用

　全国の大学の教貝その他の者で，

に供し，及び共同研究を行う。

研究所の目的たる研究と同一の研究に従事する者の利用

大学院教育

大学の要請に応じ，当該大学の大学院における教育に協力する。

国際交流

　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発化するため，

を開催する、，

研究者の交流・s〈）1　iLl際シンポジウム等

の

運 営

φ

　共同利用の研究河〒として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の管理運営に関

する・和要‘1輻項について所長に助言する評議貝を置くとともに，共同研究、；h山iに関する’1じ項そ

の他の研究所の運営に関する頂要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議貝を置く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．9



組 織

機構　図

評

議

員

会

議

所　　長

運

’営

協

議

貝

会

議

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和59年4月12日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　庶　　　務　　　課

　　　　　　　　　　　　　　　分子遺伝研究部門

　！分子遺伝研究系，　　　　変異遺伝研究部門

細胞遺伝研究系

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

個体遺伝研究系

※細胞質遺伝研究部門

集団遺伝研究系

　　発生遺伝研究部門

i　亘．】竺元．≡
L…一…一一1生理遺伝研究部門1

　　集団遺伝研究部門

　　進化遺伝研究部門

総合遺伝研究系

※理論遺伝研究部門

　　人類遺伝研究部門

1亘⊇竺竺亘
1………－P応用遺伝研究部門i

技 術 課

※印は客貝研究部門を小す、、

1は未設置の客貝研究部門を小す、、

研究施設

遺伝実験生物保存

､究センター

　
一一一

{設
一一

遺伝情報研究
Z　　ン　　タ　　ー

き験匝L場」

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

一遺伝資源研究室

構　造　研　究　室

組換え研究室

4
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1

1
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定員表（昭和59年度）

霧凧　馨∵ 事務系職貞｝　区　　　　　　分

所長 教授 助教授 助手

計

事務職員

職技
@能　労員務

技術職員

計

合計

計 1

（3）

P2

（3）

P5 24

（6）

T2 17 1 22 40

（6）

X2

　　　　　　　　　　　　白
梶@　　　　　　　　　　長 1 1 1

分　子　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（1）

Q 4

（2）

W

（2）

W

細　胞　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（1）

Q 4

（2）

W

（2）

W
　　　　　　　　　　一一一一一一

ﾂ　体　遺　伝　研　究　系 2 2 4 8 8

集　団　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（1）

Q 4

（2）

W

（2）

W

総　合　遺　伝　研　究　系 2 2 4 8 8

研　　　究　　　施　　　設 2 5 4 11－　一 11

技　　　　　術　　　　　課
一一

22 22 22

管　　　　　理　　　　　部 17 1 18 18
’一一一一

一
一 一－一一一 一 一

（注）（　　）内の数は客貝数で外数である、

職員等
　　　所　　長　松永　　災

［　　分子遺伝研究系　コ

　　研究主幹（併）　　賀　田　恒　夫

分子遺伝研究部門

　　　教授石濱明
　　　助教授　福田龍二
　　　助　手藤田信之
変異遺伝研究部門

　　　教　　　　　芋受　　　　賀　　1刊　　’恒　　夫

　　　助教授　定家義i人
　　　助　手井上　正
　　　助　　手　手塚英夫
核酸化学研究部門（客貝）

　　　　細胞遺伝研究系＿一］

　　研究主幹（併）　廣田・’fl：敬

細胞遺伝研究部門

　　　教授森脇和郎
　　　助　 手　今井弘民
　　　助　 手　山本雅敏
微生物遺伝研究部門

　　　教　　授　廣田幸敬
　　　助教授　安田成一
　　　助　　手　西村行進
　　　助　　乎　原　　弘志
　　　助手（イ木耳哉）　　　山　　田　　」E　　夫

細胞質遺伝研究部門（客貝）

5



個体遺伝研究系

　　研究一i三幹（併）

発生遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　教　　 授

　　　　助　　　丁＝

形質遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　助　教　授

　　　　助　　　手

　　　　助　　　手

黒　HI行　昭

杉　lll　　勉

名　和　．郎

藤　沢敏　孝

］∴u、川　行昭

村　LII召雄
湊…　　　　清

山　田　」王　明

集団遺伝研究系

　　IiJl：究　　i三Ili↑　　（イji：）

集団遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　教　　 授

　　　　助　　　手

　　　　助　　　千

進化遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　助　教授

　　　　助　教授
　　　　助　　　子

理論遺伝研究部門（客目）

木村資　生

木　村　資　生

原　田　朋　」’・

高畑　尚　之

白・木健一．・

jL　lll毅　夫

渡　辺　隆　夫

ヒ　川1　　清

五條堀　　孝

総合遺伝研究系

研究i三幹中］’｛一務取扱）

人類遣伝研究部門

　　　　助　教授
　　　　助　　　丁：

　　　　助　　　手

育種遺伝研究部門

　　　　助　教授
　　　　助　教　授

　　　　助　　　f：

　　　　助　　　丁・

松　永 英

中　込　弥　リ3

挟　来　　聰

中堀　　暇

沖野啓　J’・

遠　藤　　 徹

藤島　　通
’ド岡汀：一一郎

グ

研究施設
遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）

　　　　助　教授

　　　　助　教授
　　　　助　　　手

　　　　助　　　f＝

　　　　助　　　千

　　　　助　　　千

遣伝情報研究センター

　センター長（併）

　　　　助　　　手

実験　圃場
　　　1甫陽長（併）

　　　　助　　　丁＝

庶

会

杉　山　　　勉

藤Jli太朗
井　LLI審　也

楠　日1　　澗

井　ヒ　　寛

佐野　芳雄
西　村昭　It一

丸山　毅　ノこ

添　田　栄一一

藤　1卜　太朗

宮澤　　明

技　 術　 課

課　長（併）　　丸　lll毅　人

管　 理　 部

　管理部長
務　　課

　課　　　　長

　課長補佐
庶務係長

　人‘拮係長（併）

　川：究協力係長

計　　課

　課　　　　長

　1；果長袖佐
　経　∫1巨　係　　長

　川度係長

赤塚　孝　雄

俵　　 功　．’

関根明　雄
内　日1茂i治

関　根　明　雄

秋　lll啓剛

大　出　幸　夫

真　野　朝　、li

岩城　英一・
イノc－l　　　　ji？，g　　　　｜∫条　　　　　・f」
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運

評i議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

　飯

　井

　江

　大

　小

　尾

　斎L

　酒

　佐

　H－1

　中

　長

　名

　野

○諸

◎lll

　渡

野

上

上

澤

関

一上

藤

井

々

島

島

倉

取

村

星

村

辺

徹

英

信

文

治

久

日

文

雄

雄

夫

男

雄

向

徳

学

彌太郎

哲　夫

三　郎

禮　二

達　次

静次郎

雄　…

　　格

東京大学教授（理学部）

愛知県心身障害者コロニー
発達障害研究所長

東京大学理学部長

大阪大学教授（基礎．r：学部）

京都大学教授（理学部）

京都大学経済研究所長

束京大学応用微生物
研究所長

日本学術振興会理事

富lll医科薬科大学長

大日本蚕糸会蚕品種
研究所長

東京大学教授（農学部）

岡崎国、Z川1羽1月：究機楢

分子科学研究所長

斗（京慈恵会医科、N‘　”7：理担ξ

実験動物中央研究所長

東京農「大学長

大阪大学長

北川大学教授（衛生学部）

注1◎は議長，oは副議長

営

ノ

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所　外（五十音順）

　大　澤

　大　羽

　岡　田

　佐々木

○田　中

　常　脇

　福　田

　三　浦

　向　井

　山　田

所

◎松

　石

　賀

　森

　廣

　杉

　黒

　木

　丸

省　二

　　滋

益　吉

本　道

隆　荘

恒一郎

一　郎

謹一郎

輝　美

行　雄

内（省令順）

永

濱

川

脇

川

II｜

田

村

III

恒

和

幸

行

資

毅

※

明

夫

郎

敬

勉

昭

生

k

名古屋大学教授（理学部）

東京都立大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設）

広島大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（ピ学部）

九州大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

所

教

教

教

教

教

教

教

教

長

授（分∫・遺伝研究系）

1受　　　（　ノフ）、　　∫ρ一　i玉！▲fノ：イリ1・究　フ9こ　）

授（細胞遺伝研究系）

授（糸川胞遺伝研究矛ミ）

授（個体遺伝研：究系）

授（個体遺伝研・究系）

授（集団遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

注　Cc）は議長，（）は副議長



ネスミ附属棟

カイコ附属棟

温　室

研修室

本　館

遺伝実験生物
保存研究棟 微生物附属棟 別　館 内部照射実験棟 ネズミ飼育舎
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

　委員会名　　　　　　　委員長

系統保存委貝会

DNAデータ研究利用委具会

予算委員会

施設整備委貝会

将来計画委員会

共同利用企画委1i会

セミナー委貝会

図書委目会

共通機器委員会

電∫・計算機委貝会

放射線安全委員会

組換えDNA実験安全委貝会

排水等処理委貝会

農場・温室運営委貝会

宿舎委員会

厚生安全委員会

防火管理委貝会

杉山

丸山

黒田

賀田

木村

廣田

丸山

廣田

森脇

丸山

賀田

中込

杉山

藤井

木村

赤塚

赤塚

　勉

毅夫

行昭

恒夫

資生

幸敬

毅夫

幸敬

和郎

毅夫

恒夫

弥男

　勉

太朗

資生

孝雄

孝雄

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　大　羽　　　滋　東京都、ン：．k学教授（理学部）

　笠　原　基知治Ve政大学教授

木　下

駒　形

近　藤

斎　尾

坂　口

阪　本

常　脇

野　村

古　里

向　井

由　良

吉　月1

俊　郎

和　男

恭　司

乾二郎

文　吾

寧　男

恒一郎

達　次

和　夫

輝　美

　　隆

　　寛

北海道大学教授（農学部）

東京大学教授
（応川微生物研究所）

実験動物研究所長（農学部）

東京大学教授（農学部）

九州大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

浜‡公市フラワーパー一ク園長

九州大学教授（理学部）

京都大学教授
（ウイルス研究所）

金沢大学教授（がん研究所）

DNAデータ研究利用委員会

所外委員（五十音順）

　　　　　　　　　東京大学教授
　内田久雄　　　　　　　　　（医科学研究所）

　大井龍夫京都大学教授（化学研究所）

　大　澤　省　三　名凸屋大学教授（理学音1日

　ノ」　、　　　　　　1莫J　　　　　　；fl　　　　　　　男　　　　　　ハ；ミ　K｜s　大’、γ：　教7芝　　　（　∫11乏’学　～’fl～　）

　高　　浪　　　　満　京都大学教授（化学研究所）

　舘　野　義　　男　理化学研究所研究貝

　三　　浦　　謹一郎　東京大学教授（工学部）

　宮　　田　　　　隆　 九州大学：助教授（理学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

　lij’木久尚日本大学川際関係学部教授

　岩　城　之　徳　ll本ノ＼学：ll占学園次k一

〃



予
Jt－1r
昇　（昭和59年度）

人　　件　　費

運　　営　　費

設　　備　　費

そ　　の　　他

合　　　　　計

260，051

　2，449

39，350

307，617

609，467

（▲ltイ、ン：　：　　］「・卜IJ）

科学研究費補助金（昭和59年度）

　　　　　カご　ん　牛与　！引」　イ｜汁　究

　　　　　核融合特別研究

　　　　　特．　定　研　究

　　　　　総　合　研　究

　　　　　　　般　 研　究

　　　　　奨　励　側　究

106，300

10，400

12，000

57，400

　3，900

21，600

　1，000

め

排水処理施設 自動式短日圃場装置
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研究の概要

分子遺伝研究系

1．分子遺伝研究部門では，細菌及び動物ウイルスにおける遺伝情報の転写とその制御の機

構を分子レベルで研究している。

2，変異遺伝研究部門では，細胞の内的または外的要因による突然変異誘発機構を分子レベ

ルで解析するため，DNA損傷の質的・量的な内容とそれを修復する細胞機能について研

　究している。

3．核酸化学研究部門（客員）では，核酸の構造及び機能を化学的手法に基づいて研究する。

　とくに，核酸の修飾が遺伝子の発現や細胞の増殖分化などに及ぼす基本的側面の解明をめ

　ざす。

細胞遺伝研究系

1．細胞遺伝研究部門では，ネズミ類を主体に染色体バンドパタンの亜種特異性，亜種間雑

種の減数分裂期染色体の行動，主要組織適合抗原（MHC）の多型，　MHC及びリボソー

　ム遺伝子の亜種間変異，化学発がんに対する免疫系の遺伝的影響などについて研究を進め

　ている。また昆虫類の核型進化機構の考察並びに器官発生の遺伝的調節機構についても研

　究している。

2．微生物遺伝研究部門では，細菌の細胞分裂の機構，染色体上の遺伝子の配列と構造，D

　NA複製の開始と終結，ペプチドグリカンの生合成，ミュータントバンクの創設などに関

　して研究を進めている。

3．細胞質遺伝研究部門（客員）では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，それを利

用して遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

個体遺伝研究系

1．発生遺伝研究部門では，淡水ヒドラを対象として，発生異常を示す突然変異系統を多数

／9



●

●

分離・同定し，それらを利用して動物の形態を決定する基本機構や細胞の分裂と分化を調

節する基本機構の解明をめざして研究を行っている。

2．形質遺伝研究部門では，生物の発生過程や突然変異生成過程において各種遺伝的形質が

　いつどのようにして発現するかについて，昆虫や哺乳類などの培養細胞を用いて研究を進

　めている。

集団遺伝研究系

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている。とくに，分r一レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う

理論的研究と，社会生物学の債要問題である利他行動の進化を集団遺伝学的に基礎づける

研究を行っている。

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めている、、とくに種形成に関

　する遺伝機構の集団生物学的理論の研究，ショウジョウバエ種間の遺伝的隔離に関’j’する

　遺伝r一とその発現様式の研究，放射線を使ったマウスの発生異常に関する遺伝的研究及び

　DNA塩基配列データに基づく分r・進化の研究を行っている．

3．理論遺伝研究1’fl3門　（客貝）では，集団遺伝モデルの解析，実験データの統計的分析など

　の理論面に関する研究を行う。とくに中、ヒ説を検証するための実験データの分析並びにD

　NAデータの比較研究を行う。

● 総合遺伝研究系

1．入類遺伝研究部門では，ヒトの先天異常並びに悪性腫瘍の成因について，細胞遺伝学的

　f＝法と分r生物学的手法を組みでトわせて研究を進めている、、またDNA塩基配列にみられ

　る多型現象について，集団レベルの研究を行っている、、

2．育種遺伝研究部1’，1では，有川動植物に関する遺伝学的研究，とくにイネを対象とLて，

進化と適応及び生化学遺伝に関する諸問題の研プヒを行っている、，

／ノ



遺伝実験生物保存研究センター

1．哺乳動物保存研究室では，マウスとラットの重要系統を維持し（一部は受精卵凍糸lll保存

　による），同時にそれらの特性を活かして免疫遺伝学並びに発生遺伝学の研究を行ってい

　る。

2．無脊椎動物保存研究室では，カイコとショウジョウバエの重要系統を維持し，カイコの

　遺伝子ライブラリーの作成と品種問及び近縁種間のフィプロイン遺伝子の構造比較，ショ

　ウジョウバエfl然集団中の遺伝的変異の生成，淘汰機構について研究している、，

3．植物保存研究室では，野生・栽培イネ及びコムギの重要系統を保存し，植物の細胞質因r・，

　突然変異誘起機構，柿の進化を中心に研究を進めている。

4．微生物保存研究室では，大腸菌その他の和要系統を保存し，大腸菌細胞分裂の制御機構，

　とくに鞭E形成との共範機構について研究している。

5．遺伝資源研究室では，遺伝実験生物系統及び遺伝資源生物系統について，国内及び国外

　の情報の調査・整理を行い，あわせて系統情報の管理システムの研究を行っている。

遺伝情報研究センター

1．構造研究室では，DNAシークエンスなど遺伝臼：学の技術の開発及びそれを利用した

　腫瘍ウイルスの発がん遺伝子に関する研究を行っている、、

2．組換え研究室では，同じく遺伝臼1学の技法を用いて，遺伝情報発現の分」伯勺解析を進

　める予定である。

3．　なお，近い将来には，このセンターにDNAデータバンクを併設し，その共同利用を進

　める計画である。
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研究活動

●

■

●

｛

分子遺伝研究系

分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数千，ヒトではその1r倍もあると推定されている。ところ

が，そのうちで発現されているものは，・大腸菌では数10％以下，ヒトでは，臓器や組織によ

って違うが，1％以下である。どの遺伝子を，どれ程に発現させるかを決める調節のしくみ

を分子の水準で理解することは，分了・遺伝学の究極の目標のひとつである。

　分子遺伝研究部門では，遺伝子の発現が主として遺伝了からRNAが転写されてできる段

階で調節されることに注目し，転写とその調節の機構の解明を目的とした研究を，大腸菌と

動物ウイルスを・素材として行っている。

　（1）大腸菌における転tij：制御の研究：組換えDNA技術を用いて分離された多数の大腸菌遺伝子

　　より転写開始信号（プロモーター）を単離し，その強度を測定する混合転写系を開発した。R

　　NAポリメラーゼのリン酸化や転写因r・との相互作用にともなうプロモーター選択能の変化を，

　　この系を利用して解析することによって，遺伝子の転写駄変動の機構を解明する研究が開始さ

　　れた。一・方，この研究のなかで発見された転写因子については，新たに開発した，タンパクか

　　ら出発して遺伝rを同定する方法を使って，遺伝f’の探索と変異の作成を行っているc，

　（2）動物ウイルスの転’tj：制御のliJl二究：真核生物の転”」：調節機構を解明するためのひとつのノJ’策と

　　して，転写酵素をもつ動物ウイルス群に注目し，純化RNAポリメラーゼの構造機能の解析か

　　ら本質を究めることを意図した系統的研究を行っている。水庖性日内炎ウイルスの酵素が，R

　　NA合成に1川えてキャップ構造の添加やポリAの付加もする多機能酵素であることを同定した

　　あと，インフルエンザウイルス酵素が，細胞mRNAからキャップ構造をもつ断J’1’を切り川し，

　　それをプライマーとしてRNAを合成する特異な反応機構を明らかにした。ウイルスの転写と

　　　　　　　　　　　　　　　　複製機構の知見を基盤にして，細胞内の遺伝情報発現装置の様

　　　　　一一…一一　　　　　　　態を探索する研究構想がある．，
　　　　“i』　　　　　　　　剛

■，■A　■‘■・

大腸菌各種遺伝子の転写開始点を指令する信
号（プロモーター）の構造。RNA合成開始
点の上流2ヵ所に共通構造（一｜0信号と一　35
信号）がある。

　　　　，㌃一d垣9知11－†A

…㌣：：：：1：：：II：1：鷺二㌣　

転矧1胃始

転写継統

ポリA合成

1；：夏器＝〈⊃

『竃＝＜⊃

一羅く⊃
UCGXUUVCGUCC－一一一一右一一一∋一’・．一一一VUVU－一・・⇔GAACtLAA，GYUGA（vRNA）

プライマー一

CA一領一一香一’一吟一声一←一一

転写RNA
A
AAAA－一一AAAA（rnRNA）

　ポリA
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変異遺伝研究部門

変異遺伝研究部門では，主としてつぎのような研究を行っている。

（1）突然変異の分子機構：生物における突然変異は，その発生・生存・進化に深くかかわ

　っており，その機構の解明は，生命の本質を知ることにつながる。突然変異はDNA損

　傷の修復の過程として誘発されることが多い。主として，バクテリア・ヒトの培養細胞

　およびマウス個体を材料として，DNAレベルにおける問題として捉え，比較・解析を

　すすめている。

（2）放射線および化学物質によるDNA損傷の修復：ガンマー線，べ一ター線（トリチウ

　ム）や種々の化学変異原物質によって誘起されるDNAの損傷は，細胞のもっている多

　様な働きによって修復される。DNA修復が正常に行われないヒトやマウスの変異体の

　性質の解明，修復の活性化因r一やll且害因子の分離とその作用動態の観察，修復酵素の分

　離とその機能の解析，試験管内DNA修復モデルの作製と利用などを通じて，　DNA修

　復とそれにともなう突然変異の機構の解明をめざしている。

（3）変異原・がん原因子および抗突然変異，抗がん因子：これまでに開発した枯草菌rec－

　assay，サルモネラ菌SD－assayなどを利用して環境中の種々な変異原・がん原因r一の検

　出を行うとともに，突然変異および発がんを抑制する因子の研究をすすめている。

（4）枯草菌の特性：枯草菌における胞子分化および突然変異の制御に関する分刊堂伝学的

　研究をすすめている、、胞子分化に関しては，細胞の増殖と分化の双ノiに関与し，細胞の

　形態を決める遣伝r一の機能について研究を進めているn突然変異生成の制御に関する研

　究は，細胞の増殖にとって必須の染色体複製に関与する遺伝rの役割を中心に研究して

　いる。

マウスの腰椎と仙椎骨に異常が現れ
る突然変異，尾骨も欠如している
（アリザリンレッド染色標本）

ヒトの胎盤抽出物による放射線（ガンマー線）誘発突然変異の抑制，，左は，
大腸菌（E．coli　B／r　WP2trp）の変異体コロニーを示すn右は，菌の生育を
阻害しない濃度の胎盤抽出物を加えた場合

zグ
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細胞遺伝研究系

紺H月包jl畳1云研｝．究剖51ヨ『

　実験用マウスは70年をこえる遺伝学的研’フどの長い歴史と・；‘［大な実績を持ち，哺乳動物遺伝

学の研究材1ξこ［としてもりとも優れたものといえよう、tさらに，これらのマウスとlldじ柿であ

る野生マウスから，ノ変異に即む遺f云∫”を取り人れれば，　より新しい研’先の発μ蔓を期待するこ

とカ”できる、，

　こ（ノ）研究部ドllではマウスを主体にその柳分化のパ．夕…ンを遺伝’Y：的な∫三法，　とくに染色体

バンド，生化’Y：〔1《」遺f云∫’・（ソ）頻度，　ミトコンドリアDNA（ノ）il川沢酵．Jr／／’」’也1ツ1，　リボソームDNA

の　・次構造などから解析する研’グヒを進めている．，この結果，日本産野生マウスの遺伝学的な

5虫ド1・1生力｛’IIJI　l’ノカ・にな一一　）た．‘

　さらにこの材『料の特性1こ、ン1脚する研’ブ巳も進めており，日本産野牛マウスの細胞抗原遺f云J’・

（H－2）を導人Lた実験用マウス系（コンジ・．二tt・ク系統）の育成，　DNAレベルにおけるH－

2遺伝］’・やリボゾーム遺伝∫・の分析，亜仲間雑柿における減数分裂機1茜〃）研究などを行って

いる‘‘

　　・万，発，癌に対’する．ii・3伝要囚（ノ）研’グヒもマウスを材料としてh’一一　．）ており，　ヒくにH．2．）ンジ

1二…ク系を川いた免疫遺伝学j’1｛Jおよび細胞遺伝”｝勺’白なアブ「口・．一チを進めている、，

　マウスをド体とする川：究の他に、アリ類の柿分化と核型変化の関1系を染色体進化という5↓↓

点力・ら分析するイi’ピ先力ご↑∫われてきたカミ，　染色体進fヒ機柑∫（ノ）形察を動4勿仲くご般にノ・た・，てより

1去く逝iダ）ている．．

　　ヒたシ　ノ［ソジ」1’ノノミコ’一を月」し・て（ソ）ll・k変女つ）・4～杉隻‡｜Vi　Cノ）fi｝1ングじ・｜1三ひ’C二fl，ii｜fng　Cノ）イ蚤ノヒヒタ）・fヒjl！±不L“，　C二才∫（ナ

～：）　」トフ」1≒≒　川ニフ｝，k　C　．二　／1fiJJ　く　　．11．－V，’fノ：　　」’一くノ）　「タ蚤」：」」↓cノ）　1り∴｜fi↑j　イ～二　日J　j　L、ノ　カ、　ζ　二　『15一　元（）　イ1川：’グヒ　／ll・　，　　　糸‖1‖（・9．　j　l∴i　fノミ’、｝了：　才元　　．↓こ　　r／トごノ））＼　　1’・」ユ旦fz：’、」∫：

1’1〈JfVcを川いてll［ダ）ている‘‘

キナクリーン・ヘキストで染めたマウス
の染色体

　↑

　約
／00万
　年

マウスの祖先

ヨーロツパ　　　中央アジア　　　　東南アジア　　　中国の
のマウス　　　　　のマウス　　　　　のマウス　　　　　マウス

　　↓

　実険用◆＿＿＿＿＿＿＿＿＿ll．Nu）
　マウス　　　　　　　　　　　　　　　　　　マウス

野性マウスの遺伝的分化と実験用マウスの起源

／7



微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では細菌のDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，遺伝学的，

生化学的，並びに組換えDNAなどの手法によって研究している。この目的のために，遺伝

学的にもっともよく知られている大腸菌をモデル細胞系として，つぎの3方向から研究して

いる。

　（1）DNA複製と核分裂に関する研究：DNA複製と核分裂を行う大腸菌遺伝子，プラス

　　ミドDNAによる複製開始の制御，　DNA複製開始域の塩基配列（写真上）に対応する

　　機能の研究。

　（2）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子（写真下左）細胞表層を構成する高分子の生

　　合成とそのパターン形成，サキュルス分子（写真下右）の生合成細胞表層形成とリポタ

　　ンパク，ペニシリン結合タンパクの細胞分裂への役割などの研究。

　（3）大腸菌の高分子（DNA，　RNA，ペプチドグリカン，タンパク質）生合成に関する

　　温度感受性変異体の系統分離に関する研究：この研究に関して，国内外の研究者達との

　　共同研究。

　以上の方向からの研究を推

進することにより，細胞が整

然とその巨構造をつくり，生

長し，分裂する全過程を分子

水準で明らかにすることを究

極の目的としている。

GATCCTGGGT　ATTAAAAAGA　AGATCTATTT　ATTTAGAGAT　CTGTTCTATT

GTGA↑CTCTT　ATTAGGATCG　CACTGCCCTG　TGGATAACAA　GGAT⊂CGGCT

TTTAAGATCA　ACAA（iCTGGA　AAGGATCATT　AACTGTGAAT　GATCGGTGAT

⊂CTGGACCGT　ATAAGCTGGG　ATCAGAATGA　GGGGTTATAC　ACAACT（二AAA

AACTGAACAA　CAGTTGTTCT　TTGGATAACT　ACCGGTTGAT　CCAAGCTTCC

TGA⊂AGAGTT　ATCCACAGTA　GATCGCACGA　TCTGTATACT　TATTTGAGTA

AATTAACCCA　CGATCCCAGC　CATTCTTCTG　C⊂GGATCTTC　CGGAATGTCG

TGATCAAGAA　TGTTGATCTT　CAGTGTTTCG　CCTGTCTGTT　TTGCACCGGA

大腸菌複製開始域の塩基配列（京大・化研・高波研究室との共同研究による）

　　　　　〔”，ぽ．、4、

・　　　　’．　　ゆぐちけ　　’　エ　，：t　，　　．．　．　パエ　’

細胞分裂遺伝子をもったプラスミドDNAの
電子顕微鏡写真

　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　’m　　パ　　　　むピ

　　　∵：訂⇒呼塔∵ぺ

咄・ ?蛛謔蘭g、ぺ
W轡　㌦♂／tい　∵、．”・

　　　　　　　　　　　　⊥

細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるムレインサキュルス分子の
電子顕微鏡写真

／】タ



個体遺伝研究系

発生遺伝研究部門

1∴㌶當ll㍍先∵㍗勿のヒドラを使．㌻灘簿！

物∵∴1：∫鳴1：1∴：∵1∵∵職鱗撫、

とこ硫チクビヒ1痴’燃娯細画τ’駄 m　’咋㌔
この内ンヒ過租1二異常を小すもo）が多くある．、たとえ1よ’あ　昆虫の形質転」奥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力イコの幼虫にDNAを注射した結果，
る系統は足1よil－1ノ常に川ンLするカ“1，頭1．仁山ノヒしない、　tiた　形質転換て’黒色卵が生まれた例

別の系統は，足のかわりに頭を川牛し，双川のヒドラか

て＼きt（し．ftう、，

　・二　（ノ）、k　　’）　イご’タ三夕～ミメ芝｜1’・1．スfこ糸イ己1，仁、　　liJL／L杉苫イ，Illlj　l二1～［J　j・1！　し　／二し　、／ノ、　L　、ノ、　cノ）．ill・h不1｝’（ノ）　一元　tノ、　　．；i　．ニノつ・c1イ｜｜」’ビノカ・

ソ）異常欠陥が’1川：』ているもc力と考えら川る．‘．二（ノ）ようにrl∫牛やそソ）仙1．（ハ発牛、機刷ζ二∵1（常を小

　’突然変異系8虎を多く分離して，その恨常性λ・IJ・細に角伸1・｝．るニヒにいO，　ll・：富な発牛｝：鮒1

（ソ）几本原」川を・∫1田解するたμ）ソ）イ1ル究を」見在進（ゾ．）ている

　　liた発生、遣伝i‘1：1；で’1よ，昆虫，1川斗勿などにおける形質転換のイ1）li究，　とくに新らしい／’〈ククー一

川発の研究も．准めている．．

　　　　切断面　　　　　　　切断直後

頓部と足部切除後のヒドラの再生

．再生2日 再生4日 再生6日

／ク



形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰返し多くの細胞となり，

種々の異なった組織や器官が分化して成体となる。この発生の過程に，細胞の中に組み込ま

れた遺伝子が順次発現されて，それぞれの生物に特徴的な形態や機能が分化してくる。

　形質遺伝研究部門では，このような高等生物の種々の形質を支配する遺伝子が，発生過程

において，いつ，どの組織に，どのようにして発現するかを，ショウジョウバエやカイコな

どの昆虫や，高等動物の培養i細胞を用いて研究を行っている。また，化学物質や放射線によ

って遺伝子に突然変異を起させて，その突然変異の形質が発現するしくみについて，哺乳動

物の体細胞系やカイコの生殖細胞を用いて研究を行っている。

　ショウジョウバエは遺伝学的にはもっともよく研究されてきた材料であるが，本研究部門

では，その発生初期の胚の細胞を体外培養する技法を開発し，幼虫の筋肉や神経などの分化

をガラス器の中で起させ，それを支配する遺伝子の解析を可能にし，また昆虫ホルモンの添

加によって，成虫の複眼や翅，肢の構造を分化させることにも成功した。

　また，カイコはわが国独特の伝統ある研究材料として，本研究所でも多くの突然変異系統

が保存され，遺伝学的にも有用な材料であるが，本研究部門ではこの材料の特徴を生かして，

卵色などの形質発現のしくみを染色体の転座や欠失などを利用して解析している、，また，カ

イコでは種々の物理・化学的処理によって，単為生殖や倍数体を簡単に作成することができ

るので，これを利用した形質発現のしくみの研究も行っている。

　ヒトを含むll甫乳動物の培養細胞では，各種培養条件を厳密に規定できるため，高等動物に

対する化学物質の遺伝的影響をしらべるのに有利である、，これを用いて微生物の系では検出

できない多くの発がん物質の突然変異性を検出している。

倒立位相差顕微鏡による培養細胞の観察 カイコ神経球細胞のモザイク
野性型雌由来（あずき色）と変異型由来（白色）の
モザイク神経球を示す

2〃



「二葺彊伝研究系
「

集団遺伝研究部門

カンブリア紀

オルドピス紀

ンルル紀

デポン紀

石炭紀

二畳紀

三畳紀
中生代

ジュラ紀

白亜紀

新生代

　1つ1つの個体ではなく，それが集ってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則の下に遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらに血液型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても予想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合せて，新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分子

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの自然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果している」と主張する学説は大きな論争をまき起した。大

規模な重複構造を持つ多重遺伝子族の変異と進化の問題や，杜会生物学で重要な利他行動の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進化機構もこの部門での研究題目である。過去10
　　　6億年前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数年の間に世界の集団遺伝学の流れには大きな変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　革があったが，それに対しこの部門の前身である
　　　5　　　　　　　　　　㊨一一一一（？）σ鎖とβ鎖の賃複による分化

　　　、．、傑　　　　　集団遺伝部の果した役割の重要さは広く言忍められ

　　　4・°　　　　　　　　　　　　　ている。教授木村はその功績により文化勲章を受
3，5

2，7

2．25

1．8

135

O、7

O．O

　〆』～駈醜駄剛｝
　　サメ　コイ　イモリニワトリハシ　ルー　イヌ　ヒト

サ　　メ

コ　　イ

イモ　リ

ニワトリ

カモノハシ

カンガルー

イ　　　ヌ

ヒ　　　ト

59，461．4 59，760．4 55．4 56．8 53．2

53．2 51，453．6 50．7 47．9 48．6

44，750．4 47．5 46コ 44．0

34．0 29．1 31．2 24．8

34．8 29．8 26．2
ヘモクロヒ／α鎖を比

ﾗたときのアミノ酸の

痰｢の％

23．4 19コ

16．3

けた。

電子計算機は集団遺伝学と進化機構の研究にとって
強力な武器となっている。
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進化遺伝研究部門

　生物進化の遺伝的機構を解明するための実験的および理論的研究を行っている。実験的研

究は主としてショウジョウバエとマウスを材料に用い，種と種の間を遺伝的に隔離している

遺伝子群や特定な遺伝子について，その同定と発現様式の研究を進めている。また今までに

系統分類の明らかにされていない幾つかのショウジョウバエ属について，遺伝学的立場から

の分類を試みている。マウスは哺乳類としてはもっとも遺伝学の進んでいる生物であり，い

くつかの遺伝子座のマーカー遺伝子は毒性テストに役立つ可能性をもっているのでより優れ

たシステムの開発研究を進めている。

　一方，理論研究の面では，集団遺伝学および分子進化の理論に沿って，種の遺伝的隔離の

研究を進めている。集団の地理的構造，種を隔離する遺伝了についての実験的データなどを

考慮した確率論的数学モデルを作り，　コンピューターなどの助けをかりて解析を行っている。

DNA解析技術の進歩にともない，最近多くの遺伝子の塩基配列が明らかにされた。これら

のデーターを比較分析することにより遺伝子の進化の歴史が明らかになる。この部門では，分

子進化の研究に役立つ分析方法の開発およびRNAがんウイルスの相互進化関係を明らかに

しようとする研究を進めている。

1義il薫葺葺ll饗議叢葦戴ご

li書轟鱒
　　　ぴ　－　tバ　，　　　　　　へ　　　　　　　　

1｝溝灘鞭…

繕鵜繋

羅叢講
・諜惚1拶㌦い

㍑驚欝』
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　　　ゆゆ
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バ　ぷ｛

潔…
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嶽

　　　　　　エ　　　　　　轟

　　　　　　滋

賑毒糞1鱒

　、驚、

熟藤絃

繍鰭・
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　噴日撲
t　　　　　，川

一　懸繋難蕪醸難蕪蕪蓑蕪量睾蒙こご……≡

（上）キイロショウジョウバエ（雄）
（中）オナジショウジョウバエ（雄）
（下）モーリシャスショウジョウバエ（雄）

　　O．5

Genetic　Distance

　P亘m』Uan旦

　D、一
一一

p［週如ggas．ter
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　P，y』

二次元電気泳動法によるショウジョウバエの系統樹
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総合遺伝研究系

人類遺伝研究部門

　　人類㍑伝1り1・究部川．、．二・ほ，ヒトの先人恨川’ならびに悪・1”｜1腫瘍（か．、．いソ．）成囚について，細胞

，i．IU云”y：〔1｛Jf’一法ヒ糸目、み換ジ、；，DNAなどノかJ’・牛．物”］f：的∫’・法・を．’糸1｜．、．な合」『て、11几究を進y）〆．1．：いる．．圭三

た三ト・∫シドリ．．ゾDNAなど（ノ．）」．i’、r’［．．1｛ll／l〔1ク11に、み‘’、れる多型」見象にン．2いて、　集卜1．｜レ！〈ノししノ）lil［’，’ヒを

行．、ている．

　　しung［1∫」IL・｛ijl”《じ一．∫．．・一．㌧〔ノ）ftJlj　！，L・2，　3）Fけt』る㌧句　k．．］．：i∫1三ジ仁1．［ll；1：卜1／f〈1リ「こド〔｛’）『・ノニ’ノじノこllj」il］べ）Wi倒1

ギi．1．i・1弱の中力・ら、’「’1部litlでlll「／発Lたアクリジ’ンオレンジ1‘∴’」‡，ll度分染法など1（・lt　Lい技術に旨より，

1，☆〔！f本㌧1・㌧常（二．Uミ’．・〈川．L．い疾∫、いP．位を検，ll．｝・る。式みカ○挙げられる、．小児ソ）カミ’んに　ノし・ても，

同礼のゾ．川ノ・．．－f一に．kる川究か．．ilU　l”中で1．1’・る．

　　㌦ヒ〔r！Jf本1）　［．．〆氾（ノ）DVニレ．ミ1〔こ1　V－1「．て｛、1．，　1リ：仰い：ノ）ll∴rj　fl：．令fヒに．ヒ　もイrズ　戸、．こ　ク“1ソン．　Jl㍗ノ．ビ．！こし・く　／ノカ・cノ）～llレil～’

の完’「・、川ll芝かf．1」・　ll．．1．るLi・1・実か知らAl1．・．：いるかrその原川1．ii　f：II月であ．、た．．われわ1．1一の研’ブヒに

．kる1．：，高・1・）K・では14ヒ色休・．・）1㍑iil’なノ・溺ll．．に’LZ・要な動原体力1一かなり脱落L．ており『．：二れが原

川ヒ拍、定：：iil　／’：

　　糸｜｜．、㌦・険ノ・DNA技1｝／いノ）LUI川：よる川1’1’巳1二L’、．：（よ，　リJ’「牛／－1川．にL，Lられる］寺殊なDNAび）1メ」川

E．弓＼腸［］’II’の』ノゾノk三1・．に’．1・ノ1．’ぐ二．t：に成功、川r「それ’1’生質をli’1iVべると㌧もに（図1），性分化
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部PJでは有用動植物の遺伝および育種に関する基礎的研究を行っている、，動

植物の遺伝的改良をめざす育種とは，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないとい

う観点から，進化と適応のしくみおよびイf用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部

門の課題としている、，

　植物では主としてイネを用いてつぎのような研究が行われているc，イネにおける3つのノ∫

向の分化，すなわち，（1）野生イネの種内分化，（2）野生イネから栽培イネへの分化，（3）栽培イ

ネの品種分化，のそれぞれの機構を解明するための実験的研究が継続されてきた、、現在は，

繁殖様式・出穂特’1ゾ1三・競争・力など生理生態的特↑ノkの分析とその適応的意義，雑種に現われる

致死や弱勢を支配する遺伝子の分析とその地理的分布，アイソザイムを標識とした集団変異

の分析などに関する研究が進行中であるc，また，最近になって遺伝資源としての・荘要性が認

識されるようになった野生種の生活史と集団の遺伝的変化を熱帯の白生地で追跡することを

ll的とした生態遺伝学的イi｝1：究を，遺伝実験生物保有：研究センター植物研究室と共同で行って

いる，。

　また，緑葉器官の酵素分r種ならびに種r・貯蔵タンパク質分∫・種の，抽出・泳動・検出法

の確立と，それによる遺伝分析を口的とする生化学的研究が行われている、，タンパク質分∫’

種の存在様式には，溶存型，細胞内構造物とのイオン結合型，および共有結合型などが知ら

れており，活性を保持したまま可溶化するT：法を開発し，その遺伝様式を決定することをめ

ざしている．

　動物では，ヒとしてウズラを用いて環境に対する適応的行動の遺伝’Y：的解析と，育種法に

関する実験的研プヒを行っている，，現在は，異なる環境ドの選抜’ノミ験による適応的反1心の遺伝・

育種学的解析，ならびに，人為的環境に対する野生ウズラの適応的行動とその変化について

の研究を続行中である，，

雄しべ・雌しべが小さく，自家受粉に都合のよい
花の構造をもつ栽培イネ

雄しべ・雌しべが大きく，他家受粉に都合のよい
花の構造をもつ野生イネ
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研究施設

遺伝実験生物保存研究センタ
　遺イ云’Y：の川：写ヒ（二は牛判勿び）さまざまな形質力ご1寸料として月Jし・ビ、れる、，　これ1よfビ｝了：ソ）研究v（”tざ

まざまな試薬が必要・になるようなものである、、しかもきちんと遺伝行動ク）分析の済んだ，素

性の分’、たものでなければならない、，

　このため’1］所では川：’先部とは別に遺／云実験生物保存イll『究施設をも・）1川：，市要’な遺1云ゴ・や

材料系統を保存することにしている、，杣物保存研’グヒ室　（イネ・！、ギ◆サクラ・アサガォ），哨

乳！fiM勿保イ∫：研’グヒ室（Fズミ），無介柑動物保k：仙：究室（カイコ　・ショウジコウバエ），微牛物保

存研究室　（大腸菌・’りつしモネラ菌・枯1∵1：菌など）および，　全川の週伝実鳥灸保存系統と，　遺伝

資源に関する↑1｝∫報輻扱う潰1ノミ了ぶ原研究室（ノ）5研’先ぷがある，、．二れらcノ）川：’先室1こ1よ川：界1トから

集めた突，然変異や染色体1；1［常，　’1］所で人為的にf個hしたヒ記」助柚物，微生物における多数の

変異系統のほか、　イネやFズミのように研究者が足で集めた野牛系統も保イf：され，いつでも

必要な時に1よ所’P・j外の所究名’（ノ）JIJにf共せるようにな㌧、ている，，

　なお各川：究：奉で』1，li　L記実験生物万謡・充Cノ）紳tt持保存業’務を」／い1’1するほカ・，　系統保（∫：に以川狂して

つぎ（ノ）ような研’グじを行’・ている：イネ（ノ）系糸充発生（ノ）遺fノ；’Y泊｛」研究，マウ久（ノ）受粘卵（ノ）1束結保

仔（ノ）側：究，テラト…マ好発系糸允マウスa）角ノ『析，フィブロイン遺f云ゴ・（ノ）カイコ系糸充問］’ヒ較，　シ

1ウジ．111ノバ工川然集団中に，・レ）る逆付：の収集と解1・斤，大腸菌べん〔二形成遺伝J’・（ノ）解W・など．

W生．ウスラ

バ＝¶・品L－＿

．Wtass”

フログラムフリーザー
凍結の経過を予めフログラムして，自動制御に
．tl・2て行う凍結装置で，左から制御装置，凍結
槽，液体窒素供給装給器

遺伝実験生物保存研究センター

；東結解拓東力・ら得F」れたノ享了

白いマウスが子宮を貸した着母，前の3匹の産
`はC57BL　6，　129　SVとい）iJT』虻壬5流（7）・一是‡“1

111〕によるもの

くノジ



遺伝情報研究センター

　昭和59年度には構造研究室と組換え研究室の2研究室が設置され，研究活動を開始した。

　構造研究室では，DNAの塩基配列など分子遺伝学の技術の開発およびそれを利用した腫

瘍ウイルスの発がん遺伝子に関する研究を行なっている。

　組換え研究室では同じく分子遺伝学の技法を用いて，遺伝子の複製および遺伝情報発現の

分子的機構の解析を進める予定である。

　近い将来には，このセンターに合成研究室と遺伝情報分析研究室の2研究室を増設し研究

活動を行なう予定である。なお，遺伝情報分析研究室には日本のDNAデーターバンクを置

き，データーバンクの構築，データーの提供，解析プログラムの開発，データー分析などの

業務を行なう予定である。

，，r　〃♂．〃ク　ρ芦’

⌒竺』堅
＝～

Q　一“・　w’・’・9≒

　燈こ吉ガ，”

詰竃三ii萎二

迂ξ箋≡詮＝工鑓

i蓑警二ξ㌘．

’：・』墨≡エー、：

DNA塩基配列の読み取り操作

．　・：‘

C・ m 」
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研究活動を促進するための会合

内部交流セミナー

　研究所内における研究経過を発表し1N’論する会で，盛夏の時期を除き毎月第1，第3金曜

日に開かれる、，

抄　読　会

　新しい研究諭文の抄討己会で，盛夏の時期を除き毎週水ぴHに開かれる，、

BiologiCal　SympOSia

　外匡1の関係者来訪の際，随時開催，講演討倫を行う，，

日本遺伝学会三島談話会

　研究所並びに付’近在住の会Uで組織され，原則として月1回，研究成果発表とそれに関す

る討論を行う1、

行 事

研究所の一般公開

　科’Y：技Zll；｜」固｜njにおける行’lrソ）一環とLて、　各川ンタピ剖；IUjソ山（示皮び’，学：｛∫Fi　l、llltlれii：・学術‖リ↓1由i

をヒ映し，研’先所（ノ）・剖～を公聞Lて・般の見”7：に供Lている，，

公開講演会

　年1Pil、おおむね秋、　東京で所1｛を講．川とLて，　一般を対’象に遺／云’Y：公ll｝J講演会を開fiil　L

ている．．

LC．　Pau｜ing博士のBiological　Symposiulm

ノ／テ



臨時事業・科学研究費等

臨時事業（昭和59年度）

（1）窒素固定能をもつイネに関する研究

　1）イネの窒素固定能の遺伝と育種の基礎

　2）イネと細菌の共生系の解析

　3）窒素固定遺伝臼洋とイネの細胞因∫・

②　放射線の遺伝に及ぼす影響の研究

　1）放射線誘発突然変異のRBEに関するliJli究

　2）トリチウムの遺伝的影響の分f“解析

（3）発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究

　　　遺伝r一レベルの研究

科学研究費補助金研究課題（昭和59年度）

がん特別研究（1）

　・哺乳動物による発癌制御の1旦伝機構に関する研究

工ネルギー特別研究（核融合）

　・トリチウムの遺伝的影響

特定研究（1）

　・集卜月遺イ云学による分r一進化機構a’）瑚！論白勺川：究

　・転写における情報処理

　・組換えDNAの細胞内における安定な維持と増殖

　・実験生物系統の情報システム化の研究

総合研究（A）

　・大腸菌の変異体をもちいた生体高分∫・生合成に関する研究

一般研究（A）

　・胎盤因j”による放射線マウス致死のll」1復に関する研究

一般研究（B）

　・日本産亜種H－2染色イ本を導人した実験川マウスにおける高頻度遺伝J’・組換え．とその機構

　・ショウジョウバエにおけるトランスポゾンの機能に関3一る分r一遺伝学〔1｛」研究

　・大腸菌の細胞分裂の遺伝的調節Bll　tiVj

　・ヒドラの外・内胚菓問キメラ系統の作成と解析

　・沖縄における稲の自生・定着及び集団変化に関するノ1：態遺伝学的実験

　・放射線感受性遺伝戊1）」マウ又を川いた個体レベノしにおけるDNA障11；：修復機刷の川：究

一般研究（C）

　・マウス亜種問雑柿をJIJいた減数分裂機構の遺伝学的研究

　・ヒドラ川1細1胞分化抽1御機構の遺1云ゾγ泊勺解析

　・ヒマラヤ山麓の在来イネlllll種におけるF，弱勢遺伝r・（L’2’a，　L・2・b）の分布

　・マウスのFood　Preference発現に才∫ける遺伝と環境の役111｜1に関する研究

　・Y染色体特異DNAI断11r（ソ）クロー一ニング

　・川本人集団におけるミトコンドリア1）NAの多型に関する研究

奨励研究（A）

　・DNA配列の分r・進化に関するデ・一タ角膓r析と理諭的lll「究

y，）



受託研究員の受入れ （昭和59年度）

氏　　名 所属機関名 研　究　題　目 研究期間
　　　　一．一一一

蜥?@　潔

一一一’．一一一一一A－一一

@日清製菓㈱三島工場

　　．一

�ｶ物の突然変異に関する研 昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

泉　　早苗 ㈱相互生物医学研究所
哺乳動物個体における突然変

ﾙ誘起機構

昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

安田　修平 株式会社　不二家
DNAの塩基配列決定と遺伝

﨣�ﾌ利用

昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

吉村　広光

　一一

蜷ｳ製薬株式会社

@一　←一

一

昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

一一

@康弘

一クミアイ化学工業㈱

BKウイルスエンハンサー変
ﾙ株の細胞種特異性一DNAの塩基配列の決定と遺

`子産物の同定

　一ｺ59．5．1
@　～
ｺ60．3．31　　　　一

　黒田

@『会
@加藤 日本生物科学研究所

昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

　　　　篤

ｷ谷川雅一
（財）化学及血清療法研

?梶@　　　　　　　　一一

蜥ﾋ製薬株式会杜

RNAウィルスの増殖機構の
､究　　　　　　　　　　一一一一

Cンフルエンザウイルスの変

ﾙ機構と宿主特異性の研究

昭59．5．1
@　～
ｺ60．3．31

平嶋　　司

　　　一

qatのRTI抗原の分析
　昭59．5．1
@　　～
@昭60．3．31－一一一

森田　　誠

　一一一一一A
坙{化薬㈱総合研究所

@　　　　　　　一

　　　　　一一
l13ファージを用いたショッ
gガンシークエンスの研究　　　　　　一

昭59．6．1
@　～
ｺ60．3．31

　 一一

大学院学生の受入れ

　　　　　　　　　’　　　　
氏名一⊥一＿亘属大学

軸屋　博之
九州大学大学院農学研

究科

大阪大学大学院医学研
多屋　長治

究科

　　　研究題目一一一一］一期

DNAの構造と機能に関する

「動物ウイルスの起源」

マウス初期発生の免疫遺伝学

的研究

　　　間］

昭59　’
r　8・一

日召60．　7．31

H召59．　8．　1

　　～　　　　1
昭60・3・旦一」

2．ク



国際交流
共同研究のため来所した主な外国人研究員

氏　　名 研究　項　目 期　　間 所　　　属 備　　考

命　　益東

遺伝工学的手法による窒

f固定系の解析と制御に

ﾖする研究

58．5．22

`59．6．30

農村振興庁農業技術研

?梶C大韓民国
国連大学

A．A．

aaradjan・

?№≠窒

大豆における物理的並び

ﾉ化学的変異原の処理法

ﾉ関する研究

58．8．8

`58．1123

National　Atomic

@Energy　Agency，

@Indonesia

東京農業
蛛@　　学

竺　　酒榿
環境変異原に関する基礎

I研究

58．6．24

`59．9．24

中国科学院環境化学研
?梶C

@中華人民共和国

成践大学
Aジア太平
m研究セン
^ー

Theo　van

gintum

イネの窒素固定能の遺伝

I研究

58．8．11

`59．3．1

Agricultural

tniversity，

@The　Netherlands

在オランダ

坙{大使館

James　F．

brow

集団遺伝学と分子進化に

ﾖする理論的研究

58．10．11

`58．10．31

The　University　of

visconsin，

@U．S．A．

David　L．

iameson

カエルのアイソザイム多

^について

59．1．5

`59．1．31

University・f

gouston，

@U．S．A．

Paul　A．

euerst

分子進化の数学的モデル

ﾉ関する共同研究

58．10．24

`58．11．30

Ohio　State

tniversity，

@U．S．A．

Pairor
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